
麦芽教 したが , これ が髄 索 34年 射 略大 き <磯風 し,この藍丸 盆巌 によ L)塞

田市境紅蕃 しく凝 轡 をうれ 今 まで碁歴 してい f:地方 商栄都 希 ′ 磨東 通底 と

しての健勝 が凝 ()つ ぶ､され よう と して お■().後 産 ′ し＼hゆるエ葉番席 -の施

療斯帝 政威免巌 があ̀ らわと九 ている とし､ゥて よい .

藤沢市御所見地区の地理学的着寮

神 谷 隆 子

御 軒見地B:a:藤 沢市 の高 地寒 ヒ也漫 L/.凋贋 弊台地 南 面帝 の-革 を畠ある

農 貴 地 で あ ().観劇 よこの他 巌 の煙路 を泉栄 か左腰塵 す る こ とを官僚 ヒし

た ｡

鵜膚 野宅 地 は .多庭土L酸と相 鹿 川の 研lこかろ揮､()相模 湾 に面 Lで し､る資療

雀 の台地 ビ.第 三紀 の凝原 質鵬 からなる 三粛尊顔 の基盤 の上に姫康 した l日

用廉 )liの河患 鑑嶺 物 によ ゥこつ く られ ′台地鼻 面は-面 にローZh儀 におおh

九 て いる ,この ロ ーム層 11湯 軒 に上 ()卑 生が 異 な り ノ ローム層 の ちが いから,

･e･地 面 は.それぞ れ下束垂直 ′武洗浄面 .立 川面 に租 当 す ると置､hれ為 3つ

の 払底 韓 の異な る面 にK食 まれ ,こ九 品の面 の鋼材 の右が し､.ロ ームの厚 さ

の ちか､いは上 如 J同 にもある農産 東映 して いる か､′し､ヂ九 も産菓 錦上地利 吊

那_え艶 鞄である .

御 軒見 地星は .人口栂 S.ククク人 ′世 紡数 /.clBのうら夏泉が dゲ/i(雁如

き5年 )という地鹿 で .産廉 別東 裳 人口で名辞 -灰 塵菓 (ここで 佐渡叢 の叔)

が 占03g放 くを占 め こし＼盾が .東栄 鹿家 は.i-33(. 故 で年 々堵加 の 一途 をたど

っ て_しヽJ5 _

古 くから台地 を きざむ沢ilLの小 さな藤一に奄 して敷戸集魚 が で きLいたが .

中世臥後 .台 地上に も束嵐が､で き.江P,帝打 こぼ嵐直 のや .t:鹿 とな っている

革 命が 小 さな顔鹿 町 と しての塵 範 を果 し左舷 虻鼻菓 のみ が行 j'れ こいT=,朋

冶以降 ノ急変郡V)中間帝 とい う痘澄 ′即 ち鉄温 泉 からは いでれ 立教れ ては し＼

J5が､.乗数遭 線感 状 ′卑 寮 ,小 田各線 農凌 .座魯束 11出 ふれ る こ とか ら . 負

森 的監務 ti:渡 がっ産 が､′嵐采 .慶 蚤 な どの商 品 生産 弘かな ()行h九こきた .

しか L/なか~らその 渡来巌麿 の特色 酎蚤 席 .泉 .甘藷 に要点 をifいた主観 椎 で/

魔丘 に登る 息ゼ この磯舟 が轟 く′虜 由 の瀬南 .三櫛 半島 そC)幽 ′商品亀 の盈

んガ東成 と乳剤 され る .

巌第番にお ける薮 勉盛 の姦温 厚の -つV横 田 として 首藤 の顛謀 患 ｡と いろ

宣 易 な形 で定巌 緒多 くの盈金 収入 を勝 て き産ため と巌盛 が＼厳 廉′金 野昏狛こ鍔
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魔 に さJ･Lr=威厳 化 ,有 畜 叱 J兵 同比 率 を車 定 とLf=凄 案巌 !･Cz北 !=轟 像 fyuFrこと

()くまず .鴻線 輪に争 覇感 蜜 をと()入れ て感 奮 の金 型亀 をは がろ ろ k した 産

め .厳 粛 巌 嫁 にお (､ては膚蘭 夕覆 畠戚 麿 を主 ヒ し.酪 巌 ,i,中風磯 路 蜜 . 凝 乳

rL臥 小 作か'就 笹す る也.に贋 勉 な も のが 故 とん ど とい ち乾 に愈 っt=とい う こ と

がまえる .

ところ で亀鑑威l=お くれ丘が G:L昭舟 33.i卑 淡顔 .廉 直勝 の商品巌の -

層 の渡 摩 ヒヒ射 こ巌露盤 蕗 にお L､て も新 しい 動 きが 見 え蒐 め た ｡それ は小 観

額 夢軍産 奮 カ＼ら阜 門 暗む後 者 への変化tLあ り.酪巌 ･教歌 ･廉 廉 ･風采豪富

蜜 の部 門 と親展 立令息 ゼ に を く太 さ し＼ものが あ L;か れ るよ ち七 を っr=こ ヒt

ある o こ ろ Lた変化をも た ら し左tL の ヒ しこ者 えt;れ るの は, /つl=ぼ ′晩

霜 ･盈 ･甘適中 ,ctで は_生 計 を線審 Lてし､くのが個 薮 にな ゥて きた こと .衣

に労働 力不足 カ､らの威厳 の最 大か土 勉原 種 の炭 善 を立 た らし た鹿 .餅 勉 の央

虜 命 令 , 鹿 茸地 変も鑑逢 し尊 門縛慮 営 差す髄 に した_こと ′舜 3に褒 状 市丸 部

地底 のエ薯化 に確 言温蕗 の鮭鹿 も晶 が られ るが .寮 路 の腐 嵐 ,資金 痩身 且大

き<作 間 Lて t､るよ らで あ届 ′

しか し患米 における このよ ちな動 きは .合 銀 か らみ i:=らご く-率 の乗艇 の

ある喪家 に鼠 LLれ る もの で ′ よ り大 きな教 皇 と して .兼 業/む.即 t,′ 厳寒 は

斉 手間 に自給 咋腺 を摩 る ど叶 とい う象象 の増 加が 自立 っこ い る 0

線沢市 にお いて 永地底は一風庭巌 貴 地戒 であ ().ま{=粁釆 立巌養鰻 盛 と し

て凍 るべ く計萄 され ている ｡ しか し怠が ら ′ 農地 の顧府 か らみ て も宅地化一
上磯 開放仏する i勉 駄年 々増 え こ怠 り ,療 沢市 丸都 のエ壌 舟鮪塵 が汲 む とと

礼 (=蘇葉 鹿 金 も感 太 する こ とにな U,療象 も . 白痴 飯 米 を官 給 と し′廉廉 七

膚 凌 薦 で な い魯 ヒ ,故 くに蘇 r=に加 え られ た痛 爆 を.も日給 とする並 郊敵襲 .

酪 汲蚤の 市紫 紺敷 廉 と.行 う麿 との 藍が大 き くを っ こ い (ので ばを いか と恩 j?

九 為 ｡

頭 上 襲常 を軒 tiTに泉勉域 の線 色 をま とめてみ r=#L′霊泉 3)4展湛 生 産 性 と妥

易 な主観作 への併存 から音 なが ら の厳 正 地番 と して廉 さ丸 こい た この卿 軒見

地 区 立 .詞並 の変化とと打 こ内部 か ら-i,変 ()つつ ある こ とを感 じ､ま せ ら九 左Q

松本盆地中部扇状地の地理学的考察

長 谷.川 喜 ヌ､手

弼森地 底 の藷定盈 由 は .郷 里で ある こ と.廃底 地 に腰 麻 が廃 った こと, 7

ォ･ソサ マ グナの面磯 の断簡 象 下 の萄求鹿 とい う′且恵開発棟 下 の教 廃水 舷 の
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